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ません。ですからそれくらいの知識なのです。日本みたいにテレビ局がいくつもあって、いろんな

人が出ていろいろなことを言って、タレントから専門家までいろんな人が出て、情報が豊富過ぎる

くらい豊富に私たちは受け取れますが、チェルノブイリは本当に情報が乏しいという感じでした。

その行列をなしている病院の先生方は、具合の悪い人の98％が「森のめぐみ」が原因だ、という表

現をしていました。「森のめぐみ」というのは、きのこを食べる食習慣。ですからチェルノブイリは

25年以上経ってもこういうことのようです。一例だけとって全部をそう決めつけるのも乱暴な話で

すが、たまたま日本のスタッフが取材したナーシクさん一家はこういうことだったわけです。 

福島でもホールボディカウンターで内部被ばく検査をしますが、福島ではほとんど300Bq以下です。

このナーシクさん一家を量ると、お父さんは58,000Bqで医師から危険と診断され、母親は24,000Bq、

長女7,000Bq、次女が基準を下回る値。やはりこれだけ食べているとこの数値が出る、当然ながら福

島とは違う、これが私が受けた印象です。ですから『美味しんぼ』では鼻血のこととかありました

が、私は漫画の中で全く逆の意見を描きました。原発を怖がるのもいいけれど、福島をスケープゴー

トというか、福島を犠牲にして、放射能が怖い、怖いと言って決めつけるのもよくないのではない

か、事実を、数値をきちんと見て判断すべきだと私はそう思っています。 

こちらの会議のお話でも、まず災害が起こったとき聞こえないことで情報が得られなかった、十

分に得られるようにしなければならない、とありました。災害後の避難所などでも同じです。私は

避難を経験し、帰ってきて普通に暮らしていますが、普通に暮らしていてもやはり放射能のことは

気になる。原発による汚染水の海への流出、健康調査、放射能の被ばく、甲状腺がんなど、いちい

ち気にしながら暮らしていかざるを得ない状況になってしまったのではないかと思います。 

その時に私は情報の取捨選択の難しさを痛感しました。危険、危険、危険という情報をつかんで

信じる、信じないのはその方の自由ですが、それを真実とするとものすごく福島が危険に見えます。

東京だって危険だといって、東京から避難した人もいるのです。私は安全神話を信じるわけではな

いけれど事実は知りたいと思うのです。情報の中身というのは、ものの考え方とか数値とか、メッ

セージ、いろんな要素が入っていると思います。ですから原発を危険視する人たちの情報には、放

射能を絶対的に危険視すべきだというメッセージが入っているのです。どういう情報をどういうふ

うに解釈するかで沖縄まで避難した人もいれば、私のように戻ってくる人もいるということです。

情報の質、そうことも分析して判断していかなくてはならないのではないかと思っております。 

今日は原発事故の話ばかりになってしまいましたが、時間がきましたので私の話は終わりにした

いと思います。ありがとうございました。 

 

司会：とてもいいお話を聞きました。原発の放射能をただ不安がっているのではなくきちんと知識を

持つということが大切だということ、そして情報を持って、それによって判断を、自分で取捨選択

する、自分自身で考えて行動するということが大切だということ。原発のことだけではなく今後の

私たちの活動につながると思います。素晴らしい講演をありがとうございました。 

 

＜山本おさむ氏 プロフィール＞ 

 漫画家 全国手話通訳問題研究会会員 福島県在住 60歳 

 主な作品： 

『ぼくたちの疾走』『遥かなる甲子園』『わが指のオーケストラ』『どんぐりの家』 

『今日もいい天気』 現在ビッグコミック誌にて『そばもん』連載中 

３．パネルディスカッション 

  テーマ「東日本大震災から三年～災害の現場から」 
 

コーディネーター 聴覚障害者災害救援中央本部 副運営委員長 石川 芳郎 

パネラー     一般社団法人宮城県聴覚障害者協会 会長 小泉 正壽 

         聴覚障害者災害救援福島県本部 事務局長 小林  靖 

         聴覚障害者災害救援中央本部 委員 小出 真一郎 

 

石川：パネルディスカッションの司会を担当します副運営委員長の石川です。所属は全国手話通訳問

題研究会（以下、全通研）の会長をしています。よろしくお願いいたします。 

あの３.11からすでに３年、長い時間が経過しました。しかし私たちにはまだまだ課題が残ってい

ると思います。今日は被災３県からパネラーをお招きして、２つの柱について論議したいと思いま

す。１つは被災３県の現状。そして被災３県の活動からの課題。２つめは全国の皆さんにお伝えし

たいこと。これらを整理しながら議論を進めていきたいと思います。 

本日のパネラーの方をご紹介します。宮城県聴覚障害者協会 小泉会長。聴覚障害者災害救援福

島県本部 小林事務局長。また、岩手県本部からパネラーに来ていただく予定でしたが、ご存知の

ように、今全国障害者スポーツ大会が長崎県で開かれています。来年、岩手県が担当のため全員が

長崎県に視察に行っています。残念ながら岩手県本部からはパネラーの方は参加できませんでした。

代わりに聴覚障害者災害救援中央本部から小出委員に出席していただきました。この３人の方が本

日のパネラーです。 

パネラー（３人）：よろしくお願いいたします。 

石川：それでは各県からの報告です。さきほどお話しましたように、各県の現状と課題、そして全国

に伝えたいこと、この２つを柱にして、それぞれのテーマで10分間、報告をいただきます。まず第

１の柱の各県の現状。県民の暮らしや、復興等の状況も含めて報告していただきたいと思います。

まずは岩手県の現状について救援中央本部委員の小出委員より報告をお願いします。 

小出：先ほど説明がありましたように、岩手県本部から報告いただく予定でしたが、都合で私から報

告いたします。岩手県に調査に行き、岩手県ろうあ協会の方、難聴の方、手話通訳の方、盲ろうの

方、要約筆記の方、皆さん一堂に会して約２時間ほどお話しを聞きました。まず東日本大震災以降、

岩手県地域本部を立ち上げてからの活動について、手話サークル、要約筆記、難聴団体から報告が

ありました。大変だったのは、岩手県三陸海岸の津波です。中心部の盛岡からはかなり離れている

ので、調査に行くのも２日間位かかるということでした。被災者への情報提供もできない状態でし

た、避難生活についてもその支援に限界がありました。岩手県では支援体制について動きにくい面

があったようです。それでも頑張ってきたという経過があります。岩手県には盛岡市に聴覚障害者

情報提供施設（以下、情報提供施設）があります。しかし、そこから地域の状況を発信することが

なかなかできないという状況がありました。手話通訳者や相談員の組織がきちんとされておらず、

徐々に現地に出向いて活動するという状況でした。 

岩手県社会福祉協議会が作った『障がいがある方たちの 災害対応のてびき』があります。ＳＯ

Ｓシートが入っていて、内容も誰が見てもわかりやすいものになっています。避難所の生活や支援

の仕方など、また震災が起きた時に相談ができる場所等が書いてあります。インターネットでダウ

15

３．パネルディスカッション



４．第１分科会 東日本大震災支援 

  「復興支援の在り方について」 
 

 

司会：渡辺 正夫・伊藤 きく子 

委員：石野 富志三郎・石川 芳郎・小出 真一郎 

   相川 浩一 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

■１日目 

委員：東日本大震災支援班の活動について報告します。2012年度は期間も短かったので中央本部だけ

の活動でした。2013年度に初めて「東日本大震災支援班」として活動を始めました。内容について

は２つの事業をしました。１つは、被災３県の訪問です。事前にアンケートで調査し、「訪問調査」

として岩手県・宮城県・福島県の３県の地域本部の皆さんといろいろ情報交換・協議をしました。

（本書42頁「訪問調査活動報告」）もう１つは「医療・メンタル支援チーム」と合同で会議をしま

した。というのは東日本大震災後の大きな問題として、被災聴覚障害者の健康問題、精神的な医療

の問題が出てきました。それに対する対応策を考えていかなければならないので、実際に被災聴覚

障害者支援を経験した医療チームやソーシャルワーカーの団体の代表、相談員の方にも参加しても

らい協議をしました。その結果、ろうあ者相談員は震災時だけではなく、その後の生活再建まで支

援していく必要があることがわかりました。今後も組織として体制づくりを進めていかなければな

らないとまとまりました。 

2014年度については３つの事業を行いました。2013年度の事前アンケート、訪問調査で、その後

の進捗などを把握するため、追跡調査をしました。（本書44頁「東日本大震災被災３県訪問後追跡調

査まとめ」）２つ目は３県のアンケートで様々な課題が明らかになり、それらの課題について全国が

どのような状況か知っておく必要があるということで「防災についての全国調査」を行いました。

このことについては班として分析しまとめて、皆さんに報告したいと思います。（本書80頁「防災に

ついての全国調査」）３つ目は、先程の健康・メンタルの部分での支援が必要という話し合いの中で、

医療関係者や専門的な機関に聴覚障害者のことを知っていただき、協力してもらう必要があるので

はないかという意見が出ました。そのための啓発リーフレットを作った方がいいのではないかとい

うことで案を作りました。以上、活動報告を終わります。 

委員：岩手県・宮城県、福島県への事前アンケート調査を経て、2013年12月～2014年２月の間、訪問

調査を行いました。支援で壁に当たったことや課題についてですが、岩手県の場合、被災地への支

援が遠距離だったことで十分な支援ができなかったこと、そして情報が聴覚障害者に伝わらないと

いうことが出されました。また要援護者への支援の方法や、聴覚障害者情報提供施設との関わり

等々も挙げられました。仮設住宅で暮らす被災聴覚障害者を訪問して様子をみたり支援をしたりす

るというお話もありました。 

また、話し合いが終わった後に時間をとって、健聴者、聴覚障害者のグループに分かれてディス

カッションをしました。情報の把握がとても難しかったこと、手話通訳者の人材が不足していたこ

となどが出されました。今後いつ起こるかわからない災害に備えて「障がいがある方たちの災害対
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５．第２分科会 地域災害支援 

  「防災について地域での取り組みと学習活動」 
 

 

 

司会：倉野 直紀 

委員：小椋 英子・久松 三二・鈴木 唯美 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

■１日目 

司会：本日の進め方ですが、まず東京都、三重県、兵庫県より３つの報告があります。質疑応答後、

「自発的活動支援事業」の説明と同事業を活用した防災学習会の事例を出したいと思います。 

この進め方の理由は２つあります。第１回全国防災対策会議のときに地域の課題を議論し、１つ

目のポイントとして、聴覚障害者情報提供施設との関係をきちんと理解する必要があること、発災

時に、行政から救援本部に要援護者名簿を出してもらうことが重要と確認しました。その方法につ

いて東京と三重、兵庫では行政と提携しながら防災に取り組んでいるので報告してもらいます。 

２つ目として、自分たちで学習会をやることが大切ですが、お金がないことが大きな問題である

ことを確認しました。半分以上の協会が同じような問題を抱えていると思います。防災への取り組

みは今までやってこなかったため協会が予算を作っていないところもあります。また学習会ができ

たとしても１回で終わるというところもある。本当は地域で継続的に学習会をやるのが一番いいの

ですが、何かいい例はということで、「自発的活動支援事業」の内容の説明につながっていきます。 

まず各県の取り組みの報告として東京都からお願いしたいと思います。この東京都の条例と、協

定を結んで災害が起きたときに手話通訳ボランティアまたは手話ボランティアを派遣するという内

容で、非常に興味ある内容ですので報告をお願いしたわけです。 

東京（ろう）：まず、東京都聴覚障害者連盟（以下東聴連）と全通研東京支部の２団体で、一緒に2002

年９月から115回もの会議を開催し何か災害があったときどうするか議論を重ねて来ました。 

さらに、2004年から東京都と協定を結ぶことを前提とした話し合いが始まり、６年間交渉を積み

重ね、協定ができました。今考えてみると手話言語法があればすぐにでも協定はできたのではない

かと思います。とにかく手話が普及していない頃、頑張って６年かけてやりました。 

協定内容については資料にあります。（本書64頁）ポイントは「災害ボランティアセンター」。発

災時には東京の飯田橋に東京都災害ボランティアセンターというのが立ち上げられます。以前の防

災計画では広域ボランティアセンターが13か所にありました。３.11のあとに東京都が防災計画を見

直して、13か所あったセンターは効率がよくないということになり１か所にまとめるということで

計画を見直していきました。ボランティアセンターが開設されるとボランティア受付も置かれます。

この「ボランティア」は一般ボランティア、例えば輸送だとかいろいろな作業のボランティアがあ

り、その中に手話ボランティアも含まれる形で受付をしますが、一般ボランティア受付とは別に、

手話ボランティア受付として１つのテーブルをもらい対応することを盛り込んだ協定です。 

でも協定ができたことはスタートであり、最終ゴールではありません。これは骨格であり、詳細

はまだまだです。発災時に手話のできる人が集まるという１つの支援方法にまとまりましたが、自
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